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三菱シーケンサに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 
このたび，シーケンサを安全にご使用いただくために，設計時および保守時の留意事項を記載いたしますのでご確
認ください。 
 
お客様のご使用状況やシーケンサの故障状況によっては，感電・火災・ケガ・誤動作・製品の損傷などの重大な結
果に結びつく可能性があります。シーケンサのご使用に際しては，本テクニカルニュースと併せて，各ユニットの
マニュアルおよびマニュアルで紹介している関連マニュアルに記載されている「安全上のご注意」をよくお読みい
ただき，安全に対して十分に注意を払って，正しい取扱いをしていただくようお願い申し上げます。 
 
[設計時の留意事項] 
1．外部電源の異常やシーケンサ本体の故障時でも，システム全体が安全側に働くようにシーケンサの外部で安全
回路を設けてください。誤出力または誤動作により，事故の恐れがあります。 

(1)非常停止回路，保護回路，正転/逆転などの相反する動作のインタロック回路，位置決めの上限/下限など機械の
破損防止のインタロック回路は，シーケンサの外部で構成してください。 

(2)CPUユニットで検出できない入出力制御部分などの異常時は，誤出力することがあります。このとき，機械の動
作が安全側に働くよう，シーケンサの外部でフェールセーフ回路を構成したり，安全機構を設けたりしてくだ
さい。 

(3)出力回路のリレーやトランジスタなどの故障によっては，出力がONの状態やOFFの状態を保持することがあり
ます。重大な事故につながるような出力信号については，外部で監視する回路を設けてください。 

2．CPUユニットまたはインテリジェント機能ユニットに外部機器を接続して，運転中のシーケンサに対する制御
(データ変更)を行うときは，常にシステム全体が安全側に働くように，プログラム上でインタロック回路を構成
してください。また，運転中のシーケンサに対するその他の制御(プログラム変更，パラメータ変更，強制出力，
運転状態変更(状態制御))を行うときは，マニュアルを熟読し，十分に安全を確認してから行ってください。確認
を怠ると，操作ミスにより機械の破損や事故の原因になります。 
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[保守時の留意事項] 
1．シーケンサを正常で最良の状態で使用していただくために，ユニットのマニュアルに記載されている点検項目
を参照し，日常点検・定期点検を確実に実施してください。 

2．長期間，制御動作を行わないシーケンサシステムは，寿命・劣化故障による漏電，絶縁不良などの事故を防止
するために，シーケンサシステムの電源を必ずOFFにしてください。 

3．シーケンサの耐用年数を経過する前に，予防保全の観点から，新しいユニットへの交換や最新シリーズのユニッ
トへの置換えなどを検討してください。耐用年数とはシーケンサとして所定の機能・性能を満足する期間です。
有寿命部品(アルミ電解コンデンサなど)を除いたシーケンサの耐用年数は，10年を目安としております。 

 
なお，シーケンサの予防保全につきましては，下記を参照してください。 
テクニカルニュースNo.FA-D-0018「MELSECシーケンサの予防保全と点検のお願い」 
三菱電機FAサイト: www.MitsubishiElectric.co.jp/fa 
 
改訂履歴 
 

副番 発行年月 改訂内容 
- 2008年2月 初版 
A 2016年6月 設計時の留意事項を追加しました。 
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